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令和５年度 関係者評価の結果について 

学校法人北邦学園 

認定こども園いちい幼稚園・保育園 

令和５年度に実施した認定こども園いちい幼稚園・保育園の自己評価の結果についての関係者評価の概要は次の通りです。 

 

建学の精神 『 自然から学ぶ 』 

 

１ 本園の教育目標 

◎ 思いやりのある子 ◎ 考える子  ◎ たくましい子 

 【 各学年のねらい（年間） 】 年齢ごとに基本的な考え方を記述しています  

年 齢 年間のねらい 

０歳児 保育教諭との触れ合いを通して安心した気持ちで過ごし、いろいろなものに興味をもって遊ぶことを楽しむ 

１歳児 いろいろな遊びや活動を通して、保育教諭や友達と一緒に過ごす楽しさを感じる 

２歳児 いろいろな遊びや活動に意欲的に参加し、保育教諭や友だちと一緒に過ごすことを楽しむ中で、自分なりに気持ちを表現する 

満３歳児 （６月より）安心して園生活を送る中で、いろいろな遊びや活動に意欲的に参加し、保育教諭や友達と一緒に過ごすことを楽しむ 

３歳児 いろいろな遊びや活動に興味や期待をもって参加する中で、自分の気持ちを言葉で表現しながら、保育教諭や友達と一緒に遊ぶことを楽しむ 

４歳児 様々な遊びや活動に意欲的に参加する中で、いろいろな友達に関心や思いやりをもち、気持ちを伝え合いながら関わることを楽しむ 

５歳児 様々な遊びや活動に自発的に取り組む中で、友達の姿を認め合いながら、一緒に目的に向かいやりとげる充実感を味わう 

【評価】 

Ａ：成果を上げている 

  Ｂ：ある程度成果を上げている 

  Ｃ：もう少し努力が必要である 

  Ｄ：改善が必要である 
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【自己評価】 

 

 

Ａ 

〔全体〕 

感染症の対応が変化し、活動内容やなどの制約がなくなったことから、どの年齢のクラスも園庭や近隣の公園にお散歩したり、お出かけしたりと園外保

育が活発に行うことができたことで、発達段階に応じた遊びからそれぞれの成長につなげることができた。 

〔０～２歳児〕 

季節に応じてその時期ならではの活動を行えたことで、様々な事象に興味をもちいろいろな遊びを楽しむことができた。 

〔満３歳児〕 

行事の取り組みや異年齢児との関わりを通して安心した気持ちで園生活を過ごし、保育教諭や友達と一緒に遊びを楽しむことができた。 

〔３歳児〕 

キャラクターから誘い掛けることで活動に興味を持ち、友達との関わりにおいて言葉で気持ちを伝えながら遊ぶことを楽しんでいた。 

〔４歳児〕 

子どもたちの興味に合わせた活動を取り入れたことにより意欲をもって参加する姿や、友達との関りが増えたことで相手の気持ちに気づき、気持ちを伝

え合いながら遊びを進める姿が見られた。 

〔５歳児〕 

子どもたちの声を受けとめながら活動を進めたことで、子どもたち同士で相談する姿や相手の意見を尊重する姿が見られ、目的を達成したことに充実感

を味わう姿が見られた。 

 【評価委員のご意見】 

【評価】 

 

 

Ａ 

・ 貴園の卒園生の活発な姿や、近隣の公園等で元気に遊ぶ園児さんや温かく見守る職員さんの関わりが見られました。感染症による制約がなくなった現状

から今後に向けて、それぞれの子どもたちのために、児童会館として一緒に何かを行えたらと考えています。 

・ 感染症の対応がなくなり、園外での活動や季節に応じた遊びなどができるようになったこと、子どもたちの成長につながる活動が進められて大変良かっ

た。評価の中で「異年齢児との関わり」「子どもたちの声を受けとめながら」という言葉が書かれています。協同、主体性を育てるということは、現代

の教育では大切なことで、幼少で共有したい重点であると感じます。 

・ 年少では幼稚園で友達や先生と過ごすことにドキドキしてなじむのに時間がかかりましたが、みるみる安心して過ごせるようになった。年中では友達と

の関りが増え、先生の援助のお陰でいろんなお友達と遊べるようにして下さり、お友達との関りなどとても勉強させていただきました。季節の遊びや園

外保育では家では体験させてあげることが難しいところもしていただき感謝しています。 

・ 「キャラクター」というのがすごくわかりやすいので活動に興味をもって楽しむことができたと思います。 

・ 子どもたちにとって充実した経験を与えてくださっていると感じています。 
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２ 重点的に取り組んだ目標・計画について 

項 目 令和５年度における取組 

新設クラスの 

スムーズな運営 

・ 早期教育の高まりからニーズの多い満３歳クラスの開設に向けて、年少クラスの保育室の工事を春休み期間に行い、６月１日より開設することとなる。 

・ ２歳児(３号認定)クラスとも連携を取りながらスムーズな運営に取り組む。 

【自己評価】 【 評 価 内 容 】 

Ｂ 

・ 運動会、秋祭りなどの行事にも一緒に参加し、一緒に園生活を過ごす中で年中長の在園児が自然と異年齢児に目を向けて思いやりの気持ちをもって関

わる姿が見られた。 

・ 保育園部門と幼稚園部門で生活の流れが違うため、密に関わることはできなかったが、一緒に遊ぶ中で、子どもたち同士の関わりを作ったり、保育内

容等を同じレベルで行えるように連携を取った。 

 【評価委員のご意見】 

【 評 価 】 

 

 

Ａ 

・ 新クラスの開設ということでご苦労があったことと思います。順調なスタートが切れて何よりです。 

・ くり組さんができたことにより一つ上のかえで組、もみじ組と隣のクラスになったのでふれあう機会があって良かったです。 

・ くり組さんの導入はスムーズに行っていたように見受けられました。 

・ 幼児期のこうした関係性が将来必ず役立つものとして推進・応援していきたいと考えます。 

・ 満３歳クラスができたことにより、年少さんと混じっていた時と比べて、バッジの色も年少さんと違い、子どもたちからもわかりやすく手伝ってあげ

ようなど優しく接してあげられたりできる環境ができて良かったと思います。 

 

 

 

 

 

職員の連携 

・ 幼児部門においては、２号園児と新２号園児が増加傾向にあり、預かり保育に従事する職員と幼児担任が子どもに対する連携を図るためのしくみを早

期に検討していく。 

・ コドモンによる保護者からの連絡が確実に担任及び関係する職員（バス添乗者など）に伝達事項が伝わる仕組みを作る。（伝えた内容が確認できること） 

【自己評価】 【 評 価 内 容 】 
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Ｃ 

・ 保護者から聞いたことは『掲示板ボード』に名前を書き、担任への伝え漏れをなくし、預かり職員同士でもすぐに共通理解できるように行った。 

・ 電話連絡などで直接伝えられない場合は、職員室内のボードに表示し、誰でも対応ができるようにした。 

・ コドモンでは担任への連絡漏れやバスチェックミスがあったため、担任に伝えバスチェックを行ってから確認済みにすることや、バス添乗前に改めて

コドモンを確認するなど改善が必要であると感じた。 

・ 乳児部門と幼児部門の連携不足が見られたため、更なる改善が必要である。 

 【評価委員のご意見】 

【 評 価 】 

 

 

 

Ｂ 

・ 小学校のアプリの話を聞き、アプリでの連絡が担任の先生がチェックし、把握しているとのことで、コドモンなどで先生あてへの直接連絡できる項目

があれば文字として残せますし、担任の先生も確認しやすいのかなと思いました。 

・ チェックミスや連絡漏れなどは一歩間違うと取り返しのつかないこともあり得るので確認は大事だと思います。 

・ 職員間の連絡に漏れがないように様々な工夫をされているように思います。小学校でも時間がたつ前に職員間で伝え合うことや全体への連絡は、必ず

確認することなど大切にしています。デジタルでできること、アナログでできることの整理は常にしていかなければならないかと感じています。 

・ ここの対応が煩雑な中、ほとんどは丁寧に対応していると思います。ヒューマンエラーはどうしても起こってしまうものなので、Ｗチェックやチェッ

ク漏れを防ぐ工夫を適宜見直して改善していくしかないのではないでしょうか。 

・ ＩＣＴを活用した保護者との連絡機能は、児童会館でも本年度から導入して保護者からの反応も良好です。ハードの充実によるソフト面でのゆとりや

子どもたちと直接的に関わる時間を多く持てることができるなど、メリットを最大限に生かしていきたい。 

 

 

項 目 令和５年度における取組 

保育環境の充実 

・ ＰＥＺ保育の着実な実施に向け、職員の相互理解と取り組みの趣旨やねらいの基本的な理解を深めて行く。（継続） 

・ 絵本や児童文学を基本とし、子どもたちの好奇心や考える力を育む環境構成に取り組む。また、姉妹園等の効果の挙げている取り組みを参考にするな

どレベルアップを図る。 

【自己評価】 【 評 価 内 容 】 

Ａ 

・ 日々の保育や行事の中でPEZ保育の在り方について職員同士で趣旨を確認しながら日々の保育を行っている。 

・ 今年度の園内研究で『子どもたちの想像力を発揮する環境構成について』を主題とし、導入に絵本を使用して活動を進めた。職員同士で改めて PEZ

保育を確認する機会となった。 

・ 学園内の絵本×保育の実践者育成研修を通じて新たな可能性が生まれ、次年度以降に絵本を使った新たな展開が期待できる。 

 【評価委員のご意見】 
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【評価】 

 

Ａ 

・ 絵本は直接的なメッセージではなく、伝えたいことを子どもたちに考えさせるという効果があるので非常に有効であると思います。園を訪問した時に

は明るく開放的で掲示物などにも職員の皆さまの創意工夫が感じられます。 

・ 幼稚園・保育園、小学校での読書環境の充実によって、児童会館でも本に親しむ子どもたちが多くいます。従来、職員が読み聞かせを行うことが主流

でしたが、現在は子どもたちが読み手として活躍する機会を積極的に設けています。今後も読書活動を推進する中で、貴園の取組みを参考にさせてい

ただきたいです。 

・ 絵本は大事だと思います。今の時代、本屋さんに行ったり図書館に行ったりすることは少ないので、保育の中で絵本の取組みがあるのは良いこと。 

・ 絵本に興味をもつようになったり、自然の遊び（葉っぱ、砂あそび、雪あそびど）など大好きになり、いろいろと想像を膨らませて遊ぶようになりま

した。お手紙が届き、みんなで読んで、一緒に取り組み、楽しく毎日を過ごしています。 

 

 

項 目 令和５年度における取組 

仕事の効率化と

働きやすい 

職場づくり 

・ 新体制がスムーズに機能するよう、職員一人ひとりの目標管理と主体的で良質な保育に向けた準備において学年担任との情報交換を密にして、見通

しを持ちながら効率的な業務の遂行を目指す。（管理職が意識して職員体制や勤務体制を整えていく。） 

・ 研修を受けやすい環境を整える（継続） 

【自己評価】 【 評 価 内 容 】 

Ａ 
・ 例年以上に園内研修を行うことができたため、同じ研修を受けた保育教諭間同士で話したり、保育に生かそうとしたりする意識が向上してきている。 

・ 学年部会だけではなく日常的に業務の進行確認をしていたが、行事などが重なると見通しをもつことが難しい時期もあった。 

・ 全国ニュースでもたびたびに報道された子どもへの虐待について取り上げると共に、チェックリストを使用して意識を新たにする機会を設けた。 

 【評価委員のご意見】 

【評価】  

 

 

Ａ 

・ 日々の業務のほかに研修を受けたりするなど、子どもたちへさらに楽しく過ごせるように考えていただきありがたいです。 

・ 個人的に思うのは、先生たちの人員が不足している中、新しい取り組みや行事等増えると先生たちの負担が過多になり、退職につながると思うので、

そこも課題かなと思います。保護者側としては有難い気持ちでいっぱいですが、先生方のケアも大事です。いつも本当にありがとうございます。 

・ 研修の実施、職員の服務に関する確認等、日々職能の向上のため努力されていると思います。効率化を重視すると、人との関りが薄れ自分のしてい

ることの反応が分からず、職員がやりがいを感じられなくということを、学校現場でここ最近感じています。これからの若者が働きたいと思う職場

を作っていくことが今後は大切であると思っています。 

・ 日常業務と並行して研修や学習機会を作ることは大変な部分もあろうかと思いますが、引き続き推進していただけたらと思います。 
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項 目 令和５年度における取組 

効果的な広報活動 
・ ホームページやLINEなどを機能的に活用し、的確な情報発信に努める。 

・ 在園児への保護者のニーズに合った情報提供を適宜進めていくと共に保護者からの意見をいただきながら、改善を図っていく。 

【自己評価】 【 評 価 内 容 】 

Ｂ ・ ホームページやLINEを活用し、お知らせや園の様子を定期的に伝えることができた。 

・ 前年度のアンケートをもとに、バスでお迎えする保護者に活動内容がわかるボードを作成した。 

 【評価委員記載欄】 

【評価】 

 

 

 

Ｂ 

・ 広報活動については、保育と両立できるような無理のないものにしていくことが大切かと思います。そこに職員を割けるかどうかということを考

え、持続可能なことをしていくということが大事ではないかと思います。 

・ 児童会館でもブログの配信や連絡機能（見守りシステム）のよる時事情報等のお知らせなどを行い、併せて実際にお迎えに来られる保護者に館内

に入っていただき、子どもの様子や作品（レゴやカプラなど）をご覧いただいています。様々な手段を用いて、生の姿や生の声を届けながら伝え

ていきたいと考えています。 

・ ＬＩＮＥの周知は園内にポスターを貼ったり、園だよりに掲載したりするとさらに認知されるのかなと思いました。 

・ 今の時代、ＬＩＮＥ活用が分かりやすいです。在園児用、関係者外用があってもよいかなと。ボードも子どもたちの手が届くところだと文字が消

されてしまうこともあるのでは？ 

・ ホームページやＬＩＮＥでの動画・ブログ、各クラスでのブログで、個人的にはどのような活動内容だったのかわかりやすかったです。ＬＩＮＥ

での先生たちの手あそびの動画など子どもも大喜びで何度も見ています。 
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３ 総合的な評価結果について 

【自己評価】 【理  由】 

Ｂ 

・ 年度末保護者アンケートでは、回答率が前年度を下回った。概ね高評価をいただいているものの、自由記載へのご意見では、職員の対応や文書配信な

どへの細かなご指摘や改善に向けてのご意見など寄せられており、個別案件については丁寧に対応するとともに、詳細を分析しながら運営に生かして

いきたい。 

・ 今年度においても五つの課題に重点的に取り組んできたが、改善できていない部分もあることから、前例にとらわれず、現状に合ったやり方など柔軟

に対応していくことが重要である。 

・ ９月の公開保育において、２５園５０名の参加をいただき、本園のＰＥＺ保育を見ていただき、尊実情に高評価をいただいたことは大いに励みになり、

職員のモチベーションアップにつなげられた。 

・ 新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことで、保護者には制限なく子どもたちの園での様子を見ていただく機会が提供できた。マザーズデイ、

ファーザーズデイの実施、マザーズティーチャーなど保護者が中心となっての活動や、年長クラスの係活動も活発に行われた。 

・ また参観日やクラス懇談会では、父親の参加者も多く見られ、保護者と保育教諭だけでなく、保護者同士の交流も進められた。 

・ 全国ニュースに取り上げられた不適切保育や園児への虐待の事例の報道がなされた際には、必ず、確認の会などで話題を提供したほか、全国保育士連

盟が発行している「チェックリスト」を全職員に配布し、適切な保育の在り方について共有を図ったほか、研修などにも積極的に受講してもらった。 

・ 幼保小連携により、もみじの森小学校、もみじの丘小学校の協力を得て、５歳児クラスと５年生の交流を行うことができた。 

 評価委員会の評価 

【評 価】 

 

 

 

 

 

Ａ 

・ アンケートを見せていただき、同じく思う意見もあったり、新たに思うこともあったりしましたが、アンケートをもとに改善されようとしてくださる

先生方に安心と感謝を申し上げます。子どもが毎日笑顔で帰宅し、楽しみに幼稚園に行く姿が何より先生を始めいちい幼稚園が大好きなんだなと感じ

ています。 

・ さまざまなご意見や要望に対し、丁寧に対応されており、課題など柔軟に向き合い、取り組まれている姿勢は児童会館でも参考にさせていただきたい

と思います。今後は子どもたち同士の交流機会や職員さんとの情報交換など是非お願いしたいです。 

・ １年間ありがとうございました。５類になってからいろんなイベントや行事を見させてもらい、子どもたちの成長を実感することができる機会が増え、

親としては感謝の気持ちでいっぱいです。その分先生方の負担が多くなっているので人員はもちろんですが、子どもたちだけでなく先生たちにとって

も好きないちい、好きな場所であってほしいです。 

・ 園全体で様々な活動に対して真摯に向き合われており、一保護者として本当に安心して子どもたちを預けることができています。（感謝しかありませ

ん）先生一人ひとりの普段のご挨拶や受け答えも素晴らしく、年間を通じての取り組みや日々の努力が園に浸透しているなと感じました。 

・ 保護者アンケートの結果からも職員の皆さんの子どもたちへの関わりと主体性を育む教育が高い評価となっています。今年度の反省を踏まえ、今後も

充実した教育活動を進めて欲しいと思います。 
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４ 今後取り組む課題について 

課 題 具体的な取組み 

職員の連携 

・ 幼児部門においては、２号園児と新２号園児が増加傾向にあり、預かり保育に従事する職員と幼児担任が子どもに対する連携を図るためのしく

みを早期に検討していく。 

・ コドモンによる保護者からの連絡が確実に担任及び関係する職員（バス添乗者など）に伝達事項が伝わる仕組みを作る。（伝えた内容が確認で

きること） 

保育環境の充実 

・ ＰＥＺ保育の着実な実施に向け、職員の相互理解と取り組みの趣旨やねらいの基本的な理解を深めて行く。（継続） 

・ 絵本や児童文学を基本とし、子どもたちの好奇心や考える力を育む環境構成に取り組む。また、姉妹園等の効果の挙げている取り組みを参考に

するなどレベルアップを図る。 

仕事の効率化と働き

やすい職場づくり 

・ 新体制がスムーズに機能するよう、職員一人ひとりの目標管理と主体的で良質な保育に向けた準備において学年担任との情報交換を密にして、

見通しを持ちながら効率的な業務の遂行を目指す。 

・ 勤務時間を有効に使えるよう、管理職が意識して職員体制や勤務体制を整えていく。 

・ 各職員がスキルアップ、レベルアップを目指せるよう学べる環境を整え、積極的に研修に参加するよう促していく。（継続） 

効果的な広報活動 
・ ホームページやLINEなどを機能的に活用し、的確な情報発信に努める。 

・ 在園児への保護者のニーズに合った情報提供を適宜進めていくと共に保護者からの意見をいただきながら、改善を図っていく。 

 


